
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月１日 厚木市教育振興基本計画審議会第３回会議資料 

 

第２次厚木市教育振興基本計画第２期 

実施計画に係る令和７年度事業実績等について 

（基本方針６～８） 

 

資料３ 
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事業名 ６-① 厚木北公民館整備事業費 所管課 市民協働推進課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

社会教育及び地域コミュニティの活動拠点としての機能充実を図るため、

厚木北公民館の再整備を進め、令和６年度中の完成を目指します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

令和６年度内に引渡しを受けて、令和７年４月７日供用開始しました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

「厚木市公共施設個別施設計

画」に基づく取組の実施 

目標 新築工事完了 供用開始 ― 

実績 新築工事完了 供用開始  

達成率(%) 100 100  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

令和６年度内に引渡しを受けて、令和７年４月７日供用開始しました。 

委員からの意見 

・外観もきれいな公民館ができあがり、地域住民にとって活動意欲が増したと思われま

す。今後も他の公民館においての整備の充実をお願いします。 

・新しい公民館の供用開始を喜ばしく思います。今後は、社会教育や地域コミュニティ

の拠点として、市民に親しまれ、施設が有効に活用されるための魅力的な運営を期待

します。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

今後は、社会教育や地域コミュニティの拠点として、施設が有効に活用されるよう魅力

的な運営に努めます。 

基本方針６ 地域主体で取り組む社会教育の振興 
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事業名 ６-② 公民館活動事業費 所管課 市民協働推進課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

地域の特性をいかした各種事業を開催し、地域コミュニティの充実を図る

とともに、各種学級・講座を通して市民の教養の向上等を図ります。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

・全公民館参加者合計 

      7,776人 

・「世代の課題を捉えた講座」「現代的課題に関する講座」「家庭教育の充実に関する講

座」「地域の学習課題を捉えた講座」という四つの柱を設け、地域特性をいかした多彩

な事業を市内 15 の公民館で実施しました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

学級・講座参加者の満足度(%) 

目標 79.6 81.3 83 

実績 68.5 69.7  

達成率(%) 86 86  

達成状況 Ｂ Ｂ  

成果と課題 

地域住民の教養の向上や健康増進、情操の純化、生活文化の振興、社会福祉の増進な

どに寄与するために、それぞれの地域の特性をいかした事業を実施し、自ら学び共に成

長するまちづくりを推進できました。 

今後も、地域コミュニティの更なる充実を図るため、地域の特性をいかした事業を継

続していく必要があります。 

委員からの意見 

・四つの柱はどれも魅力的な講座ではありますが、参加者の満足度がやや低いところが

気になります。参加者離れがおきないように、魅力ある講座の開設に向けて、内容、

日程、対象などを工夫をしたり、地域学校協働活動推進委員を通して、学校等に協力

を求めたりしながら、地域ごとの特色ある事業を展開してほしいと思います。 

・各地域の特性をいかした多彩な学級や講座が展開されており評価できますが、参加者

満足度が目標を下回っていることから、地域コミュニティの更なる充実を図るため、

満足度低迷の要因を分析し、講座内容の見直しなど、市民ニーズに合致した魅力的な

事業展開に向けた取組を進めていただきたいです。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

引き続き、市民のニーズに合わせて魅力ある学級・講座を開催するとともに、社会教育

施設として、市民にとって学ぶ必要があるものをテーマとした学級・講座も開催する必要

があるため、満足度低迷の要因を意識しながら様々な学級・講座開設に向けて取り組んで

いきます。 
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事業名 ７-① 図書館整備事業費 所管課 中央図書館 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

中町第２－２地区に整備される複合施設内に、市民の学び、成長、楽しみ

に役立つ情報拠点となる新図書館を整備します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

未来・図書館の目指すべき姿（基本理念）と実現するための方針（基本方針）を始め、

提供サービスや管理運営体制、開館時間などの運営条件の方向性を示す「厚木市未来・図

書館管理運営方針」を策定しました。 

また、図書館機能及び連携機能の整備に係る空間デザインの監修や、書架、造作家具、

テーブルや椅子等の什器、案内サイン等の設計、製作及び調達業務について、公募型プロ

ポーザルにて事業者を選定し、書架設計に着手したほか、カフェ運営事業者についても、

公募型プロポーザルにて選定を行いました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

新たな図書館に向けた進捗状況 

目標 
実施設計及

び建設工事 
建設工事 建設工事 

実績 
実施設計及

び建設工事 

建設工事 

書架設計等 

 

達成率(%) 100 100  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

本体建設工事の進捗に合わせ、整備業務を進めることができました。 

今後も供用開始に向け、着実に事業を推進します。 

委員からの意見 

・市民にとって、新しい図書館ができあがるのは楽しみです。市の広報などを使って、

進捗状況や新図書館の魅力などを特集するような記事を載せ、市民が今からわくわく

できるような宣伝もしていってほしいと思います。 

・たくさんの方々に利用される施設を目指すのに当たって、供用開始時は非常に重要な

タイミングになると思います。どのように集客していくか様々なアイデアを創出して

いただきたいです。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

令和 10年１月の供用開始に向け、引き続き書架等家具設計・製作やカフェの整備を進

めるとともに、今後、窓口等業務委託事業者（移転業務を含む）の選定、業務システムの

構築、自動貸出機・返却機及び図書用ＩＣタグの導入、１階イベント広場等の備品調達、

基本方針７ 地域文化の振興と自主的な学びの支援 
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新館用図書の購入などに着手します。また、令和８年度中に未来・図書館の設置目的や施

設利用料金等を定めた「未来・図書館条例」を制定する予定です。 
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事業名 ７-② 電子図書館事業費 所管課 中央図書館 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

読書活動を推進するため、いつでもどこでも、365日 24時間、インターネ

ットを通じて、電子書籍の検索、貸出、返却、閲覧が可能な電子図書館サー

ビスを提供します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

電子図書館の利用促進を図るため、雑誌の電子版を追加するとともに、複数人で電子書

籍を利用できるマルチライセンスの書籍を充実したほか、ＰＲ活動や様々なテーマで特集

を実施しました。 

また、市立中学生に図書館カードを交付しました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

電子書籍貸出点数（点） 

目標 13,000 14,000 15,000 

実績 17,976 27,734  

達成率(%) 138 198  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

令和３年 10月に電子図書館を導入して以降、貸出者数は増加傾向にあり、目標値を

上回りました。更なる利用促進を図るため、電子書籍を充実させるとともに、ＰＲ活動

を継続していきます。 

委員からの意見 

・市の広報等にも、これらの事業の宣伝がされており、二次元コードの読み込みで利用

できるようになっていたことから、大変利用しやすいと思いました。既に利用者も多

く、大きく目標を上回っていることから、成果が上がっていると思います。利用して

いる年齢ごとの割合等も出し、今後、それに合わせて書籍の充実もしていくと良いと

思います。 

・電子書籍の貸出点数が目標を大幅に上回っており、現状の取組の成果が出ているもの

と評価できます。今後も中学生への利用促進をはじめ、幅広い世代へのＰＲ活動とコ

ンテンツの更なる充実を図っていただきたいです。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

令和８年度は、旅行ガイドブック「るるぶ」が、読み放題で利用できるサービスを開始し

ています。今後も、事業の周知やコンテンツの充実に努めます。 
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事業名 ７-③ あつぎ郷土博物館活動推進事業費 所管課 文化魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

博物館活動の推進を図り、生涯学習の拠点として、ふるさと厚木の文化や

歴史、自然に触れて郷土愛を育むとともに、生涯にわたって学べる機会の充

実を図ります。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

基本展示室内の融合展示スペースを触察展示「－めざせ『ユニバーサルミュージアム』

－触って 比べる あつぎ展」とし、展示手法の多様化とインクルーシブ化を進めました。 

令和 11年度までの継続事業として、市を代表する文学者である和田傳作品の復刻を開

始し、7月 1日には第 1弾として『和田傳 短編集【令和版】第一巻 少年少女に贈る五

つの物語』を刊行しました。 

ワークショップを各種開催しました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

あつぎ郷土博物館の講座及び展

示における満足度(%) 

目標 96 98 100 

実績 90.4 89.7  

達成率(%) 94 92  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

本市に係る事象について自然科学、人文科学の各分野から解説し、総合的に理解するこ

とを目的として展示を行いました。 

12 団体の見学、市内４校の小学生の見学のほか幼稚園・保育園、大学の見学を受け入

れました。また、講座等を８回開催し、参加者は 106人でした。 

生涯学習の拠点としての役割を果たすため、更に広い層の市民の方々等に対してアピ

ールし、来館者を増やすことが課題です。 

委員からの意見 

・厚木の郷土を知る貴重な資料が揃った資料館であり、館内も広く、充実していると思

います。特別展も随時行われ、興味深いものもたくさんあるので、小学生の社会見学

では、学年を位置付けて、全校で行っても良いのではないかと思われます。また、広

い敷地の屋外などを使って催しものをしたり、美術、書道などの文化芸術的な展示も

取り入れたりして活用するのも良いのではないかと思います。 

・あつぎ郷土博物館活動推進事業、博物館展示特別事業、いずれも課題に、来館数を増

やすこととあります。生涯学習の拠点は、公民館も同じ役割を担っていますので、公

民館事業と連携開催し、公民館だよりも活用し周知を図るのも必要なのではないかと

思います。 

 

 

 



7 

 

  

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

令和７年度に続き、令和８年度の展示でも、インクルーシブ教育の一環として実際に触

って楽しむことができる触察展示を行います。企画展示・特別展示に連動した講座等や和

田傳氏の復刻事業を引き続き実施いたします。 

また、歴史教育の導入の授業の際に見学に来ていただけるように小・中学校に周知して

まいります。 

さらに、令和７年度に実施した来館者のアンケート結果によりますと、来館者全体の割

合から若年層が少ないことを確認しております。令和８年度につきましては、よりＳＮＳ

を活用した写真等による情報発信を行うことで、誰もが文化財や歴史に興味を持ってい

ただけるきっかけづくりとなるよう努めてまいります。 
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事業名 ７-④ あつぎ郷土博物館特別展示事業費 所管課 文化魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

各種展示、講座の開催等を通じ生涯学習の拠点としてあつぎ郷土博物館が

行ってきた歴史、民俗、生物分野に関する研究や調査の知見に基づき、展示

会、講演会等を実施し、研究等の成果を市民に還元します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

・特別展示「寿 ―毛利家と共に―」１月 24日～３月１日 5,338人 

・友好都市展示「いとまんの文化と自然」７月 19日～９月７日 5,116人 

・企画展示「記録されたあつぎの災害 ―地震・神鳴り・禍事・やまひ―」4,555人 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標 

７-③ あつぎ郷土博物館活動推進事業費と共通 

成果と課題 

特別展示及び友好都市展示、企画展示の関連講座を 14回開催し、参加者は 692人でし

た。 

また、各展示会の展示解説や、市内小学校のほか各団体の見学を受け入れました。 

生涯学習の拠点としての役割を果たすため、更に広い層の市民の方々等に対してＰＲ

し、来館者を増やすことが課題です。 

委員からの意見 

・特別展示はどれも興味深いものでした。来館者も多く成果があったように思います。

ＰＲ事業も盛んに行われていたようでした。今後も魅力のある内容を取り上げ、市民

へのＰＲ活動にも力を入れていってほしいと思います。 

・あつぎ郷土博物館活動推進事業、博物館展示特別事業、いずれも課題に、来館数を増

やすこととあります。生涯学習の拠点は、公民館も同じ役割を担っていますので、公

民館事業と連携開催し、公民館たよりも活用し周知を図ることも必要だと思います。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

令和８年度は、アーネスト・サトウに関連する展示、近世のあつぎの芸術家に関連する

展示及び自由民権運動に関する展示を実施いたします。ＳＮＳを使ったＰＲ活動も積極

的に展開してまいります。また、公民館活動へ協力してまいります。 
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事業名 ７-⑤ 市史編さん事業費 所管課 文化魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

本市の歴史的変遷及び古くから営まれてきた生活や民俗を明らかにし後

世に継承するため、「厚木市史」の発刊を目指し、歴史資料の調査、収集、

分類及び整理を行います。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

『厚木市史』を発刊するための編集作業を実施するとともに、市史編さん事業を広く周

知するため、『厚木市史たより』の発行及び歴史講座等を実施しました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

市史発行数（冊） 

目標 15 16 16 

実績 15 15  

達成率(%) 100 94  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

『厚木市史』近代資料編（２）で採用する史料の選別はほぼ終わり、足りない史料を

探すため関係機関への調査を行う必要があります。 

『厚木市史資料叢書』13厚木の自由民権運動―活躍する民権家たち―は、印刷依頼の

段階にあり、令和８年度に発刊する予定です。 

委員からの意見 

・市の歴史の重要な資料となるので発刊にむけて進めてほしいと思います。また、厚木

市史たよりを自治会配布などで回覧したり、郷土博物資料館において企画展示を行う

などして、市民の興味関心を深まるよう、今後も工夫をお願いします。 

・本市の歴史を後世に継承する市史編さんの着実な進捗を評価します。目標達成に向

け、引き続き関係機関との連携を図りながら、質の高い市史の発刊に向けた作業を着

実に進めてください。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

令和８年度に『厚木市史』近代資料編（２）を発刊予定です。また、『厚木市史資料叢

書』13 厚木の自由民権運動―活躍する民権家たち―は、６月１日より販売を開始してお

ります。『厚木市史たより』は過去の号も含め、市のホームページにおいて、いつでも閲

覧いただけるよう公開しています。 
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事業名 ７-⑥ 郷土芸能事業費 所管課 文化魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

厚木市の誇るべき郷土芸能を後世に継承するため、児童・生徒を始め全て

の市民が鑑賞できる機会を数多く設けます。また、後継者育成のため、体験

教室や郷土芸能学校を開設します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

・保育所、幼稚園、小・中学校、高校、大学、公民館等での公演（郷土芸能普及公演） 

・郷土芸能まつりの開催 

・小学校、大学、公民館等に出向いて出前体験講座を実施 

・郷土芸能学校の開校  

・商業施設での人形芝居ワークショップの実施 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

郷土芸能の公演及び体験講座の

参加者数（人） 

目標 8,700 8,750 8,800 

実績 5,379 4,719  

達成率(%) 62 54  

達成状況 Ｃ Ｄ  

成果と課題 

市内小学校、幼稚園等を対象に、普及公演を実施したほか、第 23回郷土芸能まつり

（郷土芸能発表会・相模人形芝居特別公演）を開催しました。また、出前体験教室や相

模人形芝居普及公演で体験講座を実施したほか、７月から 10月に掛けて、郷土芸能学

校を延べ８回実施しました。より多くの学校等からの開催要請や、参加者を増加させる

ことが課題です。 

委員からの意見 

・厚木市の里神楽、人形浄瑠璃、各種太鼓など郷土の文化芸能を知り、継承していくた

めにも、小・中学校での鑑賞機会や体験機会を設けていくことが重要であると思われ

ます。希望校のみならず、学校と連携して、道徳授業等に講師を派遣したり、また、

学校での鑑賞機会を体育館や文化会館等を使って行い、義務教育中に１回は鑑賞した

り、体験したりする活動を行うなど、郷土芸能に触れ、郷土愛を育む教育を行ってい

ってほしいです。 

・郷土芸能の普及公演や体験教室は伝統文化の継承に不可欠です。目標値に対して 54%

の達成率であることを踏まえ、より多くの学校等からの開催要請や参加者増に向け、

現状の事業手法がニーズと乖離していないか検証し、事業の改善に努めていただきた

いです。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

児童・生徒数の減少により、学校等における参加者数は減少しておりますが、要請回数

は横ばいとなっております。学校等への働きかけを引き続き実施するとともに、駅ビルで

の公演など、郷土芸能に触れ合う機会を増やす取組を実施します。 
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事業名 ７-⑦ 読書活動へのアプローチの実施 所管課 中央図書館 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

読書活動の習慣化と読書が好きなこどもの育成を図るため、こどもの発達

段階に応じた読書活動へのアプローチを実施します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

中央図書館、アミューあつぎ Sola 及び保健福祉センターにおいてブックスタート事業

を開催したほか、子育て支援センターや青少年課、健康医療課が実施する各種イベントと

も連携し、参加しやすい環境づくりに努めました。 

こども読書マラソンや図書館クイズラリー、人形劇などの多様な行事を開催し、こども

たちが楽しく読書に親しめる機会を創出しました。 

市制 70周年記念事業として、わらべうた講座やミュージカル、絵本作家を招いての読

み聞かせと工作ワークショップを実施し、図書館への来館を促進しました。 

小中学校等へ推薦図書リストを配布し、学校と連携した読書支援を行ったほか、「結ぶ

プロジェクト」として市立中学校への予約図書貸出サービスの実施や、市立中学生への図

書館カードの交付など、図書資料へのアクセス向上に努めました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

出生児数に対するブックスター

ト参加率(%) 

目標 47 48 49 

実績 37.8 39.7  

達成率(%) 80 83  

達成状況 Ｂ Ｂ  

成果と課題 

令和６年３月に策定した、第４次厚木市子ども読書活動推進計画に基づき、「読書大好

きあつぎっ子」を育成するために、こどもの発達段階に応じた読書活動の推進を図ること

ができました。 

更なるこども読書活動の推進を図るため、家庭・地域・学校・ボランティアの連携の

強化と、家庭や地域への情報提供の方法が課題となります。 

委員からの意見 

・厚木市広報にもブックスタート事業については掲載されており、とても良い試みと感

じました。参加率はまだ少ないようですが、継続して行っていってほしいと思いま

す。また、保育園、幼稚園、小・中学校などとタイアップして、読み聞かせなどを行

ったり、放送を使っての朗読などを行ったりするために、ボランティアを派遣するな

ど、こどもの読書活動の推進を図っていただきたいです。 

・こどもの発達段階に応じた読書支援は「読書大好きあつぎっ子」の育成に重要です。

ブックスタート事業への参加率向上に向け、家庭や地域への効果的な情報提供と関係

機関との連携強化をお願いします。 
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Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

乳幼児からの読書の習慣化を図り、読書活動のきっかけとなるような、おはなし会等の取

組を継続的に行うとともに、ブックスタートの参加を促進するために、関係機関と連携

し、参加しやすい環境づくりに努めます。また、読み聞かせボランティアの活動者の増加

を図るため、ボランティア養成講座を実施します。 



13 

 

 

事業名 ８-① 市民スポーツ活動推進事業費 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

多くの市民にスポーツに触れる機会を提供するため、ニュースポーツを体

験するスポーツなじみＤＡＹなどを開催します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

参加人数 1,124人 

【内訳】 

スポーツなじみＤＡＹ(第１回) 297人 

スポーツなじみＤＡＹ(第２回) 476人 

スポーツなじみＤＡＹ(第３回) 351人 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

スポーツ行事の参加者数（人） 

※８-①②の事業の参加者数の合計 

目標 18,300 18,300 18,300 

実績 10,960 11,363  

達成率(%) 60 62  

達成状況 Ｃ Ｃ  

成果と課題 

第２回は雨天の影響により開催時間が短縮されたものの、参加者数は 1,124 人で昨年

度（1,168人）と同程度を維持することができました。 

第３回では、神奈川リハビリテーション病院と連携しチェアスキーの VR体験を実施す

るなど、障がい者スポーツの普及に努めました。また、NPO法人厚木スポーツクラブとの

協力により、ハンドボールやストラックアウト（野球）といった新規種目を追加し、事業

の魅力向上を図ることができました。 

参加者数の増加を図るため、新規種目を追加するなどの対応が必要です。 

委員からの意見 

・誰もが参加できる様々なスポーツを紹介し、実際に市民がそれらのスポーツに触れる

ことができるのは大変興味深いです。今後は広報にも力を入れ、参加者が増えていく

ことを期待したいと思います。達成状況がＣとなっているので、事業指標の目標値の

人数はどのように定められているのかを明記すると良いと思います。 

・ニュースポーツや障がい者スポーツの体験機会の提供は、生涯スポーツの普及に大変

有効です。より多くの市民が参加できるよう、市民ニーズを再調査した上で、新規種

目の追加や魅力的なイベントの企画・ＰＲ活動に努めていただきたいです。 

 

 

基本方針８ スポーツ活動の推進 
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Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

現在ホームページやＳＮＳ等で周知を行っていますが、今後は動画も活用した広報活

動を行い、イベントを周知するなどの工夫をし、更なる参加者の増加を図っていきます。 

また、スポーツ推進委員とともに、アンケート結果等をもとに参加者のニーズに応じた

事業内容を検討し、市民の皆様が気軽に様々なスポーツに親しめるよう、新規種目を取り

入れるなど、開催方法を工夫していきます。 
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事業名 ８-② スポーツ推進事業補助金 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

（公財）厚木市スポーツ協会が行う生涯スポーツの普及・推進事業に要す

る経費に対して補助金を交付し、スポーツ人口の拡大を図ります。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

参加人数 10,239人 

【内訳】 

スポーツ教室(33教室) 1,059人 

スポーツフェスティバル 127人 

競技別市民選手権大会(24大会) 4,751人 

スポーツ大会(８大会) 3,782人 

あつぎウォーク 520人 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標 

８-① 市民スポーツ活動推進事業費と共通 

成果と課題 

各スポーツ教室、大会等を実施したことにより、生涯スポーツの普及促進、競技力の

向上、スポーツによる人口交流の拡大、こどもの体力向上を図ることができました。 

 参加者数の増加を図るため、魅力的な内容での開催をすることに加え、大会規模の拡

大等を検討する必要があります。 

委員からの意見 

・広く市民に広報し、より参加者が増えることによって、市民の健康の維持、スポーツを

通しての地域愛の醸成、コミュニティの活性化を期待したいです。また、様々な人たち

が参加できるように、日程や開催場所などの工夫も随時行ってほしいです。 

・働いている人や学生などは、夜間開催等もあると参加しやすいかと思われます。 

・スポーツ協会を通じた各種教室や大会の開催により、市民のスポーツ人口拡大に大き

く貢献していると評価します。補助金の交付にとどまらず、事業の実施がスポーツ人

口の拡大にどれだけ寄与したか、客観的なデータに基づく検証を行い、（公財）厚木

市スポーツ協会とともに事業の改善に努めていただきたいです。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

（公財）厚木市スポーツ協会と連携を図り、市内の様々な施設における開催に努めると

ともに、夕方の時間帯における実施など、学生や働く世代の方も参加しやすい工夫を行い

ます。 

また、市内におけるスポーツ実施率やスポーツ施策に対する市民実感度を確認すると

ともに、参加者アンケート等を通じて市民のニーズに応じた各種教室や大会の開催に努

め、生涯スポーツの普及、推進及びスポーツ人口の拡大を図ります。 
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事業名 
８-③ あつぎスポーツアカデミー推進事

業補助金 
所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

（公財）厚木市スポーツ協会が行う、あつぎスポーツアカデミー事業に補

助金を交付し、将来のトップアスリートを目指すジュニアの育成や指導者の

養成などを行います。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

参加人数 625人 

【内訳】 

運動能力開発事業(５歳～小学６年生) ５事業  85人 

競技力向上事業(中学生)       ６事業 540人 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

あつぎスポーツアカデミー参加

者アンケートの総合的な満足度

において「とても満足」及び「や

や満足」と回答した人の割合(%) 

目標 100 100 100 

実績 89 88.8  

達成率(%) 89 89  

達成状況 Ｂ Ｂ  

成果と課題 

未就学児から小学生までに対しては、運動や各競技を通じて運動能力の向上を図りまし

た。中学生に対しては、トップアスリートを講師に招き、競技力の向上を図りました。  

アンケート結果を精査し、各競技種目に合わせたトップアスリートの更なる輩出を目指

した事業を開催する必要があります。 

委員からの意見 

・中学生は部活動などによる参加が多く、様々な競技でのトップアスリートによる実技

や講話はとても有意義なものであったと思われます。できるだけ、様々な競技のアス

リートを招へいし、どの競技においても差がなく体験できる場があると良いと思われ

ます。また、競技力向上の事業の方は小学生の参加も考えていっても良いのではない

でしょうか。さらに、スケートボードやダンスなど、流行のスポーツの開催も是非検

討してほしいと思います。 

・トップアスリートの更なる輩出を目指すに当たって、どのような事業を展開すれば効

果的なのかを検証し、厚木市スポーツ協会に助言を行いながら進める必要があると思

います。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

（公財）厚木市スポーツ協会と連携を図り、トップアスリートの更なる輩出を目指し、

参加者への満足度調査等に基づき、効果的な事業内容を検討していきます。 

また、時代の流行にあわせた新たな種目の検討など、開催内容を工夫することで、運動・

スポーツへの関心を高め、運動能力の向上を図っていきます。 
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事業名 ８-④ 市民体力向上推進事業費 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

幼児から高齢者までの幅広い世代の体力向上や健康増進を図るために著

名人による講演会等の実施や学校法人日本体育大学との連携を通じて、市民

のスポーツへの関心を高め、スポーツ人口の拡大とトップアスリートの輩出

を図ります。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

参加人数 337人 

【内訳】 

厚木はやぶさＦＣ連携事業 市立保育園サッカー教室           80人 

日本体育大学連携事業 2025スポーツキャンプイン日体大      19人 

木下テーブルテニスクラブ トップアスリート卓球クリニック 115人 

元プロ野球選手 少年野球クリニック 123人 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

講師派遣事業の参加者数（人） 

目標 800 800 800 

実績 453 337  

達成率(%) 57 42  

達成状況 Ｄ Ｄ  

成果と課題 

本事業を通じて、幼児から高齢者まで幅広い年代に対してスポーツへの興味関心を高

めることができました。 

令和７年度については卓球及び野球を実践する機会を新たに設けました。講演形式で

はないため参加人数に限りがあったものの、参加者からは好意的な声を聴くことができ

ました。今後についても多くの参加者を募ることに加え、質の高い事業を展開していき

ます。 

委員からの意見 

・参加者の満足度が高いところから、事業の有効性を感じることができます。市内で、

厚木市を拠点とするプロバレーボールチームもあるので、是非、次年度は事業に加え

ていただきたいです。中学校の部活動が地域展開を進めていく上でも、取組実績に記

載のあるスポーツ団体との連携が未来につながると良いと思われます。事業指標達成

率が低かったようですが、参加者の満足度なども事業指標の②として取り入れても良

いのではないかと思います。 

・著名人を招いたクリニック等を通じ、幅広い世代の体力向上に寄与している点を評価

しますが、現状では目標値対する進捗度は低い状況となっています。事業目的を踏ま

え内容を変更したのであれば、適切な評価指標の再設定も含め検討いただきたいで

す。 
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Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

市内のスポーツ団体等との連携を通じて、多くの市民の皆様が運動・スポーツに関心を

持ってもらえるよう工夫していきます。 

また、講演会等の実施については、聴講型の講演会形式から体験型のクリニック・教室

形式に変更したことから、御意見のとおり、事業指標を参加者数ではなく満足度に変更す

るなど、今後見直しを検討します。 
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事業名 ８-⑤ スポーツ推進委員養成事業費 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

地域におけるスポーツ・レクリエーションの普及・推進のため、地域のリ

ーダーとしてふさわしいスポーツ推進委員の養成のための研修会などを行

います。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

参加人数 953人 

【内訳】 

スポーツ推進委員会議等  15回 323人 

主催した研修会、体験会等 10回 234人 

参加した研修会・大会等  ５回  87人 

事業協力         ７回 309人 

※以下７回事業 

スポーツなじみ DAY（１回目及び３回目）、厚木市民スポーツ大会、あつぎウォーク、 

あつぎマラソン、あつぎスポーツレクリエーションフェスティバル（スポーツなじみ DAY

２回目）、あつぎ駅伝競走大会 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

スポーツ指導者養成研修等参加

者数（人） 

目標 1,130 1,140 1,150 

実績 1,035 953  

達成率(%) 92 84  

達成状況 Ａ Ｂ  

成果と課題 

各種研修会や大会に積極的に参加し、スポーツ推進委員の養成に努めました。 

また、様々なニュースポーツが体験できるスポーツなじみＤＡＹを開催し、市民等へ

のニュースポーツの普及啓発を行いました。 

さらに、スポーツ推進委員で考案したセストシューターについては、小学校や短期大

学への指導及び他市町村スポーツ推進委員へ研修交流会を開催し、競技の理解を深める

とともにセストシューターの普及啓発にも努めました。 

今年度、参加人数の減少については、協力事業数や主催した体験会数が減少したこと

によるものと考えられます。引き続き、委員が主催及び参加できる研修会等の機会の創

出が必要です。 

委員からの意見 

・多くのスポーツ指導者が研修に参加し、市民への普及に努めていることはありがたい

と思います。生涯スポーツとして、市民が健康で生き生きと生活できるためにも、指

導者の育成には今後も力を入れていってほしいです。 

・スポーツ推進委員が様々な研修等に参加して知見を広めたり、深めたりしていること

が伺えます。担当課として、どのような視点、立ち位置で事業を行っていくかを評価
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する必要があると思います。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

スポーツ推進委員の資質向上に向けた研修機会の充実を図るとともに、ニュースポー

ツやセストシューターの普及啓発を推進します。 

また、学校や地域団体等との連携により活動機会を拡充し、市民のスポーツ参加の促進

と健康増進に取り組みます。あわせて、各種研修会等事業の実施した成果を確認しなが

ら、効果的な事業運営に努めます。担当課として、スポーツ推進委員がその役割を十分に

発揮できるよう、活動の方向性を共有し、必要な助言や支援を行います。 
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事業名 ８-⑥ 競技団体選手強化事業交付金 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

競技力向上を図るため、競技団体が全国大会や県大会等に選手を派遣する

際に実施する強化合宿及び強化練習会等の事業に対し、交付金を交付しま

す。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

交付団体数 ２団体 

【内訳】 

厚木市スキー協会 

厚木市陸上競技協会 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

全国大会出場者数（人） 

目標 530 530 530 

実績 527 497  

達成率(%) 99 94  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

選手強化事業交付金の交付団体が２団体あり、大会に参加する選手の強化支援ができ

ました。 

全国大会出場者数の増加を図るため、市内で活動している個人・団体等の情報を積極

的に収集するとともに、選手の激励を目的とした市長表敬訪問の案内を随時行う必要が

あります。 

委員からの意見 

・令和７年度の取組の実行と、評価のリンクがみられないため、事業指標を見直した方

が良いと思われます。できるだけ多くの団体や個人に対して、日々の練習や大会参加

に関する費用の助成を今後も続けていただきたいと思います。 

・全国大会出場者数に対し、交付団体が少なく感じます。事業自体の周知を含め対象に

ついても検討する必要があると思います。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

本補助金は、公益財団法人厚木市スポーツ協会及び厚木市レクリエーション協会加盟

団体等が選手を国又は県の大会等に派遣する際に実施する強化合宿または強化練習会等

のみが対象となっており、交付対象が限定されているものではありますが、より多くの団

体が利用できるよう、引き続き制度の周知を行っていきます。 

また、事業指標については、御意見のとおり、全国大会出場者数から当該補助金の申請

件数への変更を検討していきます。 
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事業名 ８-⑦ 全国大会等出場奨励事業費 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

競技力向上を図るため、国際大会、全国大会に出場する市民に奨励金を交

付します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

奨励金交付件数 189件（497人） 

【内訳】 

国際大会 ９件（９人） 

全国大会 180件（488人） 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標 

８-⑥ 競技団体選手強化事業交付金と共通 

成果と課題 

多くの市民の方々が全国大会等に出場し、奨励金の交付を通じて有望な競技者を支援

することができました。 

今後も制度についての周知を図るとともに、選手の激励を目的として奨励金交付対象

者に市長表敬訪問の案内を随時行う必要があります。 

委員からの意見 

・スポーツ選手が上位大会に出場することは、市としても誇りです。反面、練習場所の

確保や、遠征費、合宿費など費用もかかると思われます。様々な競技にできるだけ支

援を行い、選手がのびのびと活動ができるように応援していただきたいです。 

・全国大会に出場する市民への奨励金は、選手の大きな励みとなります。引き続き制度

の周知を図るとともに、市民の活躍を地域全体で応援し、スポーツの機運を醸成する

取組をお願いします。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

 多くの市民の皆様が全国大会や国際大会において活躍できるよう、引き続き奨励金の

交付を通じた参加支援を行っていくとともに、より多くの方に申請いただけるよう、制度

についての周知を図っていきます。 
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事業名 ８-⑧ グラウンド・ゴルフ場整備事業費 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

市民の健康増進と生涯スポーツの推進を図るため、こどもから高齢者まで

楽しむことができる新たな施設として、グラウンド・ゴルフ場を整備します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

令和６年度の井戸掘削調査を経て手押しポンプ井戸の調整、パーゴラも同時期に設置を

完了しました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

グラウンド・ゴルフ場整備の進

捗状況 

目標 
進入路整備・

井戸設置 

井戸調整・パー

ゴラ設置 
― 

実績 ２ 事業完了  

達成率(%) 90 100  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

井戸及びパーゴラの設置を完了しました。 

今後は施設の維持管理を適切に行っていくことが課題です。 

委員からの意見 

・市民が使用できるこれらの施設を整備していくことは重要だと思われます。特に高齢

者でもできるこのスポーツの熱中症対策として整備ができ良かったと思います。今後

も様々なスポーツ施設の整備を計画的に行ってほしいです。 

・幅広い世代が楽しめる新たなスポーツ施設の整備が完了したことを喜ばしく思いま

す。今後も市民が安全で快適にプレーできるよう、施設の適切な維持管理と持続可能

な運営をお願いします。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

当該事業は完了いたしましたが、今後も末永く全世代が利用できる施設を維持してい

くため、コスト面も配慮したうえで適切に運営していきます。 
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事業名 ８-⑨ スポーツの聖地計画策定事業費 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

トップアスリートのプレーが観戦できる「みるスポーツ施設」、全ての市

民が快適にプレーでき、各種目の活動拠点となるような「するスポーツ施

設」、それぞれの施設の整備等について、今後の方向性を位置付けていくこ

とで、スポーツの聖地づくりを推進します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

令和６年度に策定したスポーツの聖地づくり基本構想の理念や方向性を踏まえ、本市の

スポーツ活動の基盤となるスポーツ施設の整備方針を明確に示す、スポーツの聖地づくり

基本計画を策定しました。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

計画策定の進捗状況 

目標 
基本構想・基本計画

策定支援業務委託 

基本構想・基

本計画策定 
― 

実績 基本構想策定 基本計画策定  

達成率(%) 100 100  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

令和７年度は、スポーツの聖地づくり基本計画を策定し、今後のスポーツ施設の整備

方針を明確に示しました。 

今後は、同計画に位置付ける各施策の着実な推進を図るため、継続的な進行管理を行

うとともに、実施結果の状況に応じて取組の見直しを行うなど、計画の実効性を確保す

る必要があります。 

委員からの意見 

・市のホームページで基本構想・基本計画を見ることができ、大変細かく計画が立てられ

ていました。市庁舎の跡地の構想が、ニュースとしても流れてきていますが、これらの

構想・計画にのっとり、スポーツの聖地づくりとして計画が実行できるよう推進してい

ってほしいと思います。 

・生涯スポーツ人口は増える傾向にありますので、既存の「するスポーツ施設」の適正配

置や整備は引き続き計画的な執行をお願いします。 

 特に、トップアスリートのプレーを観戦することのできる「みるスポーツ施設」は、

市民誰もが、身近で親しむことのできる絶好の機会になります。特に当該施設は、近

隣市に在りませんので、利便性の良い場所に、多様な目的に応える整備計画が必要と

思います。 

・スポーツ施設は周辺の施設環境でも大きく集客が左右されることが想像できます。ス

ポーツ施設だけでなく周辺の環境にも呼び掛けを行い、利用者数を増やしていただき

たいです。 
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Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

今後は、スポーツ施設の整備、改修、維持管理などについて、スポーツの聖地づくり基

本計画に位置付けた各施策の着実な推進を図るために、審議会などからの客観的な御意

見なども踏まえながら、継続的な進捗管理を行ってまいります。 

また、当計画は 10年間の中期的な計画であることから、各施策の取組状況や効果を踏

まえながら、必要に応じて実施方法の見直しを行うなど、計画の実効性を確保してまいり

ます。 
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事業名 ８-⑩ スポーツ合宿誘致事業補助金 所管課 スポーツ魅力創造課 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事業概要 

本市のスポーツ施設や宿泊施設を利用するスポーツ合宿等を行う団体・個

人に対して、宿泊費の一部を補助する補助金を交付します。 

Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

令和７年度取組実績 

補助金交付件数 167件 

【内訳】 

団体 166件 

個人 １件 

【利用内容】 

大会参加、練習試合、合宿 

【合宿等スポーツ内容】 

 モルック、野球、ソフトボール、サッカー、ソフトバレーボール、マラソン等 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

事業指標① Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

補助金交付人数（人） 

目標 750 2,500 1,500 

実績 1,020 2,560  

達成率(%) 136 102  

達成状況 Ａ Ａ  

成果と課題 

今年度は本市でモルックの全国大会を開催したことで、交付人数が昨年度の約 2.5 倍

となりました。 

今後についても、魅力的な自主事業を開催することに加え、本市で合宿等を行うこと

で補助金がでることや、本市の観光資源のＰＲなど、利点をいかした周知を図ります。 

委員からの意見 

・市がスポーツの聖地として栄えるためにも、これら様々なスポーツの研修や合宿など

を誘致することによって、市民の意識も高まり市が活気づくと思われます。利用した

スポーツ団体が継続して使用したくなるようなスポーツ施設の整備や宿泊施設の整備

等にも力を入れていただきたいと思います。 

・今後も、全国大会等の大規模大会の積極的な誘致を期待します。 

・モルック全国大会などの開催を通じた合宿誘致の実績の大幅な増加を評価します。本

市の観光資源や施設の利点をいかし、引き続き積極的な合宿誘致のプロモーション活

動を展開してください。 

Ａ
Ｃ
Ｔ
（
改
善
） 

今後の取組 

スポーツの聖地づくりに向けて、今後もスポーツ合宿等の誘致を促進し、交流人口の拡

大を図ることで、スポーツを通じたまちのにぎわいの創出を目指します。 


